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ヒートライナー工法（小口径下水道管路を補修しながら熱を利用する技術）

老朽管路を補修または更生するとともに、廃棄されていた

下水からのエネルギーを採熱し、空調・給湯・床暖房・ロー

ドヒーティングに応用した技術。下水の温度は、年間をとお

して安定しており、上流から熱源が絶えず供給されているた

め、冬期は熱を得て暖房に、夏期は排出することで冷房とし

ても利用でき、未利用熱を用いた省エネ運転となり、地中熱

の様に新たに地中削孔する必要もなく24時間利用を可能とす

る。

下水道管の老朽化対策と再生可能エネルギー活用の促進が

同時に図られる取組であり、下水道管路全体の大部分を占め

る小中口径管に適用できる当技術は適用可能性が高く、今後

の全国的な普及展開が期待できる点が評価された。

東亜グラウト工業は、老朽化管路の更生を行う企業であり
独自の下水熱回収技術を開発し、熱回収について担当した。
また、新潟県十日町市は、特別豪雪地帯での有効的な熱利用
の仕組みを研究してきており、施設管理技術について担当し
た。また、実証施設を建設し、下水熱の有効性を両者で利用
技術として開発した。

冬季の下水温は、外気温と比較しても非常に暖かく安定し
ているため、この下水がもつ熱エネルギーを用いた技術です。
下水熱は、従来ならば排出していたエネルギーであり、これ
を回収することが可能になります。
空調・給湯・床暖房・ロードヒーティングに応用できる技

術で、老朽管路更生も同時に行うことができます。
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・熱を得るだけでなく、老朽管路を修復、更生を同時

に行うことでインフラを延命できる。

・既設の下水道管路というインフラは、既に敷されて

るため利用しやすい。

・気中へ排熱しないためヒートアイランド効果抑制も

期待でき、CO2の排出量を抑制できる。

・下水の流下があれば、24時間採熱が可能。

・一度設置すれば、廃棄していたエネルギーを永続的

に活用できる。

・従来の空気式より高いＣＯＰを得ることができ

経済的。（空気熱源式をCOP2.0～3.0と仮定）
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